実習の振りかえり（５月１２日～５月１６日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋賀医科大学付属病院研修医　Ｗ．Ａ．
◆５月１２日

	午前
	午後

	　　　老健介護研修

　　　　　　入浴介助

　　　　　　食事介助
	　　　　訪問看護　　　　

　　血圧測定、聴診

　　リハビリ見学


①内容

　午前中、老健センターに来られている、方々の入浴介助の手伝いをさせていただき、午後からは、曲谷に住んでおられる方を訪問し、全身状態のチェックと、脳梗塞後遺症による片麻痺に対するリハビリと嚥下体操を見学しました。
②感想

午前中老健を見学・研修させていただきましたが、老健施設を見ること自体がはじめてでしたので、設備がしっかりと整っており、非常に良い環境であることにまず驚きました。
入浴介助に入らせていただき、職員の方々に利用者の方々について色々と教えていただきましたが、利用されている方だけでなく、その背景、家族・介護者の状況までしっかりと把握しておられ、地域医療というものの一端を見た気がしました。入浴介助が、体力的に重労働であるのはもちろんですが、ただ単に入浴を介助するだけでなく、皮膚状態を観察したり、全身の状態を考慮しながらの仕事であり、非常に大変だということがわかりました。
　午後より訪問看護に同行させていただき、その方の生活スペースにお邪魔させていただくという、病院に来ていただくことと全く反対の体験が非常に印象に残りました。生活スペースにお邪魔することで、利用者の方を身近に感じることが出来ましたし、看護師さんもその方の生活に溶け込んでおり、初めての体験ができ、楽しかったです。また、看護師さんから、地域における介護の問題を聞き、都市部の病院から退院され自宅に帰られたあと、どのような生活をされるかも考えて病院で医療を行う必要があることを改めて感じました。
③上手くできたこと、できなかったこと

　入浴介助、食事介助をさせていただいたが、認知症の方が多く、意思疎通がそれほどうまくできないため、どうしてもこちらの都合でしてしまうことがあり、難しいと感じました。

④今後の課題

病院にかえってからも患者さんの退院後の生活も踏まえて考えると言うことをやってみようと思います。明日は地域を知ろうということで、この地域について、少しでも知ることができたらと思います。また、学校健診・往診に同行させていただくことも始めての経験なので、非常に楽しみです。
◆５月１３日

	午前
	午後

	　　　　地域伊吹周辺近郊

　　　　　の施設案内
	　　　　　往診

学校健診


①内容
　午前中はケアセンター周辺の施設の紹介と、伊吹にある4診療所の案内をしていただきました。また伊吹地域の資料館にてこの地域の歴史を知ることが出来ました。午後は、近隣の小学校の3、5年生の健診に同行し、見学と健診の手伝いをさせていただきました。その後、往診にも同行させていただき、vital測定等の手伝いをさせていただきました。
②感想

　午前中、事務長の清水様に案内していただき、まずケアセンター周囲の施設について説明していただき、色々な公共施設が周辺に集まっていることを知りました。そして吉槻の診療所の中を見学させていただき、都市部の診療所には研修させていただいたことがありますが、地域の診療所というものを見たことがなかったため、新鮮でした。思っていたとおりの診療所というイメージそのままであり、楽しかったです。
　その後、このあたりの歴史を展示している資料館を案内していただき、この伊吹一帯の歴史的な背景を知ることができ、少し身近に感じることが出来ました。
　午後から、近隣の小学校の健診に同行させていただき、健診の手伝いをさせていただきました。健診中も怪我をした子がたくさん来て、健診は忙しいと感じました。

その後往診にも同行させていただき、往診先の患者さんもそのご家族さんも先生が来るのを心待ちにしていることが良く分かり、また、中村先生のお話を聞かせていただき、病院での治療・医療行為と往診での医療行為の違いを改めて知ることができ、病院はいかにして病気とたたかい生命を維持するか考え、診療所はいかにして生命の終焉を迎えるかを目指すかというその違いがあるということを聞かせていただき、非常に勉強になりました。
③上手くできたこと、できなかったこと

　学校の健診に同行させていただくのは初めてであり、また健診をさせていただくというのも全く初めてでしたので、はじめのうちは非常に緊張しましたが、だんだんと慣れていけたと思います。小児の側わんなど病院でほとんど見る機会がなく、側わんの判定が難しいと思いました。
④今後の課題
　病院での治療のあと退院後の生活がどのようなものかを知ることができ、そうした退院後の生活も考えて病院での研修に戻りたいと思いました。

◆５月１４日

	午前
	午後

	　　　　　　薬局・栄養

　　　　　　調剤
	出張診療所

Vital測定




①内容

　午前中はまず、センター内の薬局にて、外来患者さんおよび老健に入所されている方の薬剤の調剤を手伝わせていただきました。その後、栄養について、講義していただき実際にどのようなことを考えて、食事の形態を考えているかを教えていただきました。

　午後からは、出張診療所の診察に同行させていただき、中村先生の診察風景を勉強させていただきました、また、地域の方と待合室で会話させていただき、少しだけですがふれあいを持つことが出来ました。

②感想

　午前中、薬局で調剤を手伝わせていただき、実際薬局の中がどの様になっていて、どういった風に薬剤が出されているのか見ることができ、新鮮で非常に面白かったです。調剤時の間違いを防ぐために、似たような名前および外見の薬剤を分けているなど工夫がされており、しっかりとした対応をされていると感じました。実際に調剤の手伝いをさせていただき、楽しかったです。
　その後栄養について色々と教えていただき、入所されている方の実際の食事しておられる風景を見ながら、どういった食事形態が良いかを考えておられ、これも病院ではなかなか出来ないことなので、必要なことだと思いました。
　午後からは、出張診療所の方へ同行させていただき、中村先生の診察の様子を見させていただき、地域の方々が非常に先生のことを信頼されていることが分かりましたし、また、待合室で少しだけですが、患者さんとお話をさせていただきまして、そのあたたかさに触れることができ、非常によかったです。また、外来患者さんは、当然ですが、病院の入院患者さんと違い病気が診断されて、診療所にこられるわけではないので、今まで、入院患者さんとしか接したことがなったので、外来診療の難しさを再認識しました。
③上手くできたこと、できなかったこと
　診療所で外来を手伝わせていただき、今までは病院の入院患者さんとしか接したことがなかったので戸惑いましたが、患者さん方が非常にお優しく協力して頂けたのがよかったです。

④今後の課題
　様々職種の方の仕事を理解したうえで、今後医療者としてそういった方々とうまく連携して働いていけるように頑張ろうと思いました。

◆５月１６日

	午前
	午後

	　　　　　　老健

　　　　　レクリエーション

食事介助　包交見学
	往診

血圧測定




①内容

　午前中は老健にて、ホールの手伝いをさせていただきました。褥瘡のある方の処置を見学させていただき、また、１０時の水分補給の介助、そしてレクリエーションとしてラジオ体操と運動に参加させていただき、昼食の介助もさせていただきました。

　その後、午後からは、畑野先生の往診に同行させていただきました。
②感想

　午前中老健にてホールの手伝いをさせていただき、レクリエーションに時間など、皆さん非常に協力的に一緒に運動していただき、年齢もご高齢の方が多い中で、入所されている方々が皆さん非常に元気という印象を受けました。入所されているかたと話をさせていただく機会がありましたが、センターに対してすごく感謝されているのが印象的でした。
午後からの往診に同行させていただき、往診先の家庭それぞれに色々と複雑な事情があると感じました。この研修期間に往診に同行させていただき、また老健にて介助の仕事を手伝わせていただき、介護の仕事がどれほど大変であるかを身をもって体験することができましたし、肌で感じることができました。介護される方、患者さんはもちろんですが介護するご家族のかたの負担を少しでも軽減できるようにケアしていく必要があると感じました。

また畑野先生の往診に同行させていただき、センターに入院施設はないが、センターの病室は自宅という考え方を感じることができました。
③上手くできたこと、できなかったこと
　一日目に食事介助を手伝わせていただいたので、今日の食事介助はスムーズに出来たと思います。
④今後の課題
　今回の地域医療包括センターいぶきでの研修を終えるにあたって、畑野先生、中村先生および、センタースタッフの方々には大変お世話になりありがとうございました。風邪をひいてしまい、せっかく誘っていただいた歓迎会にも参加できず申し訳ありませんでした。色々といたらないてんがあり、スタッフの皆様にはご迷惑をおかけしたと思いますが、このセンターにて研修させていただき、地域医療というものがどんなものか、どういった考え方で行われているか、また医師以外の職種の方々がどの様な仕事をされているのか知ることができ、また体験することができ、非常に勉強になりました。

　今後病院の研修にもどりますが、こちらで学ばせていただいた経験をもとに、地域医療と病院の医療の違い、また病院と地域の診療所との連携のあり方を考えながら、研修することが出来ると思います。私の人生の中で非常に貴重な経験をさせていただいたと思っています。先生はじめセンターのスタッフの方々には大変お世話になりました。ありがとうございました。
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Ｗ先生、研修お疲れさまでした。体調をこわしていらっしゃったため、残念ながら懇親会や、外来研修、デイケア研修ができませんでした。私にとってはＷ先生の目標とする医師像が十分つかめないままに1週間が終わってしまったように思いました。しかし、中村先生とは一緒にいる時間が多かったので、「非常に真面目な好青年である」との評価でした。
大学病院でやっている研修とは全く異次元の世界を見ていただけたのではないかと思います。おそらく大学病院では、「いかに病気を治すか」ということが中心の医療でしょうが、ここでは「いかに暮らしをサポートするか」ということが中心になります。病気は一部であり、その人のライフスタイルであったり、家族関係であったり、地域とのつながりを大事にしている医療を展開しているつもりです。
地域医療を専門としなくても、そんな医療もあるということを頭の片隅におきながら、また再び大学病院での研修を続けてくだされば幸いです。体に気をつけてがんばってください。（畑野）

